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赤塚支所駐車場入口の看板

核
燃
料
輸
送
事
故
に
備
え
を

【
質

問
】
�
柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
に
は
反
対
す
べ
き
。
�
核

燃
料
輸
送
と
他
の
災
害
と
の
複
合

災
害
へ
の
対
応
は
。
�
核
燃
料
の

輸
送
ル
ー
ト
と
な
る
外
環
道
沿
線

自
治
体
と
原
子
力
防
災
協
定
を
締

結
す
べ
き
。
区
長
の
見
解
は
。

【
区

長
】
�
国
が
方
針
を
決
定

す
べ
き
も
の
。
�
そ
れ
ぞ
れ
の
災

害
に
対
応
し
、
対
策
を
講
じ
る
。

�
連
携
の
あ
り
方
を
研
究
す
る
。

災
害
時
要
援
護
者
支
援
の
充
実
を

【
質

問
】
災
害
時
要
援
護
者
支

援
条
例
を
制
定
し
、
要
援
護
者
名

簿
の
有
効
活
用
を
は
じ
め
、
総
合

的
な
対
策
を
推
進
す
べ
き
。

【
区

長
】
現
行
で
は
名
簿
の
活

用
に
は
、
本
人
同
意
が
必
要
。
条

例
制
定
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

学
校
選
択
制
の
廃
止
を

【
質

問
】
学
校
選
択
制
は
廃
止

し
、
指
定
校
変
更
制
度
と
す
べ
き
。

【
教
育
長
】
可
能
な
部
分
か
ら
選

択
制
見
直
し
に
着
手
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
展
望
は

【
質

問
】
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
今
後
の
展
開
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
区

長
】
２５
年
度
中
に
検
討
会

に
よ
る
評
価
を
行
い
、
今
後
の
方

向
を
決
定
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
区
制
施
行
８０
周

年
記
念
式
典
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

交
通
事
故
の
予
防
の
た
め
に

【
質

問
】
東
坂
下
二
丁
目
の
中

山
道
で
、
車
道
横
断
中
の
児
童
の

死
亡
事
故
が
起
こ
っ
た
。
横
断
禁

止
措
置
を
強
く
要
望
す
る
。

【
区

長
】
車
道
横
断
を
防
ぐ
た

め
、
中
山
道
の
中
央
部
に
工
作
物

の
設
置
を
検
討
す
る
。

積
極
的
な
施
設
の
活
用
を

【
質

問
】
�
文
化
会
館
の
会
場

が
空
い
て
い
る
日
程
に
、
有
名
人

の
興
業
な
ど
を
誘
致
し
、
地
域
の

経
済
効
果
喚
起
を
。
�
文
化
会
館

に
大
型
液
晶
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
置
し
、

情
報
発
信
と
広
告
収
入
を
。

【
区

長
】
�
集
客
力
が
あ
る
興

業
な
ど
で
、
施
設
の
利
用
率
向
上

を
検
討
。
�
実
施
に
向
け
て
検
討
。

イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
に
工
夫
を

【
質

問
】
い
た
ば
し
花
火
大
会

や
板
橋
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
は
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
放
送
を
行
い
、

情
報
発
信
と
放
映
権
や
広
告
に
よ

る
収
入
を
め
ざ
す
べ
き
。

【
区

長
】
各
事
業
の
中
継
や
広

告
収
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
た
め
に

【
質

問
】
住
民
要
望
に
配
慮
が

な
い
ま
ま
、
坂
下
二
丁
目
に
葬
儀

場
が
建
設
さ
れ
た
。
葬
儀
場
建
設

に
は
、
条
例
に
よ
る
一
定
の
制
限

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
区

長
】
方
策
を
検
討
す
る
。

運
転
業
務
委
託
の
見
直
し
を

【
質

問
】
�
区
は
、
業
務
で
使

用
す
る
自
動
車
の
運
転
を
業
者
に

委
託
し
て
い
る
。
区
職
員
が
自
ら

運
転
し
て
経
費
を
節
減
す
べ
き
。

�
コ
ス
ト
が
安
い
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
利
用
を
検
討
す
べ
き
。

【
区

長
】
�
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
使

用
す
る
車
種
が
多
様
な
た
め
、
職

員
が
運
転
す
る
の
は
難
し
い
。
�

利
用
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

保
育
環
境
の
充
実
の
た
め
に

【
質

問
】
家
庭
福
祉
員
が
保
育

す
る
子
ど
も
の
死
亡
事
故
が
あ
っ

た
。
保
育
は
複
数
の
福
祉
員
で
行

う
と
と
も
に
、
福
祉
員
の
家
に
は

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
配
置
す
べ
き
。

【
区

長
】
福
祉
員
が
共
同
し
て

保
育
す
る
方
式
を
検
討
す
る
。
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
配
置
は
困
難
。
緊
急
時
に

は
近
隣
の
保
育
園
か
ら
福
祉
員
宅

へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
届
け
る
。

孤
独
死
の
な
い
社
会
を
め
ざ
し
て

【
質

問
】
孤
独
死
を
防
ぐ
に
は
、

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
が
有

効
。
シ
ス
テ
ム
の
利
用
者
の
条
件

を
緩
和
し
、
高
齢
者
の
利
用
を
促

進
す
べ
き
。

【
区

長
】
財
政
状
況
を
考
慮
し

な
が
ら
条
件
緩
和
を
検
討
す
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
収
入
未
済
の
減

少
策
、
子
ど
も
の
安
全
に
つ
い
て

質
問
が
あ
っ
た

広
聴
広
報
の
抜
本
的
な
強
化
を

【
質

問
】
�
情
報
発
信
力
、
情

報
収
集
力
を
強
化
す
る
た
め
、
区

の
広
聴
広
報
に
対
す
る
姿
勢
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
。
見
解
は
。
�
広

報
の
発
信
力
は
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り

の
積
極
性
と
目
的
に
向
か
っ
て
の

自
由
な
裁
量
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ

る
。
常
識
や
既
成
概
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
活
動
を
実
践
す
べ
き
で
は
。

【
区

長
】
�
職
員
一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
た
戦
略

的
な
広
報
を
全
庁
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
�
既
成
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
独
創
性
に
富

ん
だ
広
報
活
動
の
推
進
に
向
け
、

職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
つ
つ
、

組
織
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

的
確
で
ス
ピ
ー
ド
あ
る
政
策
の
立

案
・
実
現
の
た
め
に

【
質

問
】
個
人
情
報
保
護
制
度

そ
の
も
の
が
、
健
全
な
社
会
を
構

築
す
る
こ
と
へ
の
足
か
せ
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
情
報
公

開
及
び
個
人
情
報
保
護
審
議
会
で

の
様
々
な
ル
ー
ル
や
規
則
に
つ
い

て
抜
本
的
な
見
直
し
を
。

【
区

長
】
個
人
情
報
を
保
護
し

な
が
ら
政
策
に
有
効
活
用
す
る
方

策
に
つ
い
て
は
、
情
報
公
開
及
び

個
人
情
報
保
護
審
議
会
な
ど
で
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

文
化
活
動
の
主
体
で
あ
る
区
民
へ

の
支
援
を

【
質

問
】
多
く
の
区
内
文
化
団

体
は
情
報
発
信
が
苦
手
で
あ
る
。

文
化
団
体
の
作
成
し
た
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
、
区
や
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
と
リ
ン
ク
さ
せ
ら
れ
な
い
か
。

【
区

長
】
文
化
団
体
な
ど
が
作

成
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
区
や

文
化
・
国
際
交
流
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
す
る
な
ど
、
活

動
を
よ
り
活
発
化
さ
せ
る
た
め
の

情
報
提
供
の
面
か
ら
支
援
を
進
め

て
い
く
。

地
域
色
豊
か
な
文
化
の
た
め
に

【
質

問
】
地
域
ご
と
に
開
催
さ

れ
て
い
る
小
さ
な
イ
ベ
ン
ト
は
、

地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
し
て
大

切
に
す
べ
き
。
地
域
で
開
催
さ
れ

て
い
る
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

は
、
地
域
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て

本
庁
で
一
元
的
に
把
握
を
。

【
区

長
】
ま
つ
り
や
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
主
体
や
目
的
も
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
た
め
、
区
と
し
て
ど

の
団
体
の
ど
の
よ
う
な
行
事
を
把

握
す
べ
き
か
、
今
後
研
究
す
る
。

区
民
の
隠
れ
た
功
績
を
把
握
せ
よ

【
質

問
】
区
民
文
化
部
は
区
民

文
化
栄
誉
賞
に
お
い
て
、
区
民
の

功
績
の
把
握
と
奨
励
に
努
め
よ
。

【
区

長
】
区
民
文
化
国
際
栄
誉

賞
な
ど
の
顕
彰
制
度
や
募
集
案
内

に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
周
知
に

努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
区
民
の
功

績
の
把
握
と
顕
彰
を
図
れ
る
よ
う
、

顕
彰
制
度
を
実
施
し
て
い
る
板
橋

区
文
化
・
国
際
交
流
財
団
に
も
働

き
か
け
る
。

※
以
上
の
ほ
か
、
公
共
財
産
の
今

後
の
あ
り
方
、
教
育
委
員
会
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

税
外
収
入
の
確
保
を
求
め
て

【
質

問
】
税
外
収
入
の
確
保
を

進
め
る
た
め
、
職
員
に
広
告
宣
伝

分
野
で
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
探
し
な

ど
の
営
業
活
動
を
さ
せ
て
み
て
は
。

【
区

長
】
歳
入
が
落
ち
込
む
中
、

広
告
収
入
の
拡
大
は
懸
案
課
題
で

あ
る
。
今
後
も
他
自
治
体
の
状
況

を
調
査
し
な
が
ら
、
新
た
な
広
告

媒
体
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
を
計

画
的
に
推
進
す
る
。

配
慮
あ
る
公
共
施
設
の
改
修
を

【
質

問
】
�
赤
塚
支
所
の
駐
車

場
看
板
が
障
害
と
な
り
、
敷
地
内

に
バ
ス
が
進
入
で
き
な
い
。
看
板

設
置
場
所
の
改
善
を
。
�
志
村
第

三
中
学
校
給
食
室
の
食
材
搬
入
口

で
は
、
食
材
を
搬
入
す
る
ト
ラ
ッ

ク
が
搬
入
時
に
道
路
を
塞
い
で
し

ま
い
、
歩
行
者
が
車
道
を
遠
回
り

し
て
い
る
。
学
校
施
設
の
改
修
後

に
周
辺
環
境
が
悪
化
す
る
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

【
区

長
】
�
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
の
中
に
お
け
る
看
板
の
適
切
な

位
置
、
電
気
配
線
や
玄
関
前
の
タ

イ
ル
敷
き
の
強
度
、
移
設
経
費
な

ど
も
含
め
て
、
移
設
の
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

【
教
育
長
】
�
搬
入
ト
ラ
ッ
ク
が

歩
道
に
は
み
出
し
て
搬
入
作
業
を

行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、

搬
入
業
者
に
は
歩
道
に
は
み
出
さ

ず
に
駐
車
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

学
校
施
設
改
修
の
際
は
、
多
様
な

視
点
か
ら
設
計
や
施
工
を
行
う
よ

う
、
施
設
管
理
担
当
部
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

木
密
地
域
不
燃
化
１０
年
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
問
う

【
質

問
】
�
木
密
地
域
不
燃
化

１０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
行
実
施

地
区
と
し
て
大
谷
口
地
域
が
採
用

さ
れ
、
整
備
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
元
住
民
の

要
望
に
可
能
な
限
り
こ
た
え
な
が

ら
実
施
せ
よ
。
�
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
進
捗
状
況
は
。

【
区

長
】
�
大
谷
口
地
区
の
木

密
地
域
不
燃
化
１０
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元

住
民
の
協
力
が
不
可
欠
と
認
識
。

こ
の
た
め
、
話
合
い
な
ど
の
際
に

は
、
親
切
・
丁
寧
な
対
応
を
心
掛

け
、
要
望
に
可
能
な
限
り
こ
た
え

て
い
く
。
�
現
在
、
具
体
的
な
整

備
や
助
成
内
容
な
ど
を
都
と
協
議

し
て
お
り
、
２５
年
度
か
ら
事
業
を

実
施
す
る
。

収
入
未
済
額
お
よ
び
不
納
欠
損
額

の
減
額
を
求
め
て

【
質

問
】
２３
年
度
一
般
会
計
決

算
に
お
け
る
収
入
未
済
額
は
５６
億

６００
万
円
、
不
納
欠
損
額
は
４
億
４

千
万
円
と
巨
額
で
あ
る
。
収
入
未

済
や
不
納
欠
損
の
発
生
は
、
負
担

の
公
平
性
を
著
し
く
損
ね
、
区
民

に
説
明
が
つ
か
な
い
。
区
長
の
見

解
は
。

【
区

長
】
収
入
未
済
や
不
納
欠

損
は
、
負
担
の
公
平
性
の
立
場
か

ら
放
置
で
き
な
い
。
縮
小
に
向
け

て
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
。

※
以
上
の
ほ
か
、
病
児
保
育
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た

し
て
い
る
教
員
が
多
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
改
善
に
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
校
務
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
学
校
支
援
地
域
本
部

の
取
組
み
な
ど
が
有
効
と
考
え
る
。

安
心
し
て
住
み
続
け
る
た
め
に

【
質

問
】
高
齢
低
所
得
者
、
子

育
て
世
代
へ
の
公
的
家
賃
助
成
を
。

【
区

長
】
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
区
が
単
独
で
家
賃
助
成
制
度

を
創
設
す
る
こ
と
は
困
難
。

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
発
生
防

止
の
た
め
に

【
質

問
】
区
は
、
事
業
者
が
最

低
賃
金
を
考
慮
し
た
適
正
な
人
件

費
を
確
保
し
、
入
札
価
格
を
決
定

す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
。

【
区

長
】
入
札
に
か
か
る
工
事

契
約
は
最
低
制
限
価
格
を
設
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
人
件
費
の
比
率

が
高
い
委
託
業
務
契
約
に
つ
い
て

も
、
導
入
を
進
め
て
い
く
。

（
裏
面
に
続
く
）

佐
藤
と
し
の
ぶ

（
民

主

党
）

元

山

芳

行

（
自

民

党
）

坂
本
あ
ず
ま
お

（
自

民

党
）

中
妻
じ
ょ
う
た

（
民

主

党
）

長

瀬

達

也

（
合
同
ク
ラ
ブ
）

第１６３号い た ば し 区 議 会 だ よ り（７）平成２５年（２０１３年）１月１日


